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平成30年５月29日 

古河市子ども・子育て会議  

待機児童数について 



平成３０年４月１日時点の待機児童数について 

年齢 
申 込 者 数 
（ Ａ ） 

利 用 者 数 
（ Ｂ ） 

要 件 該 当 者 
（ Ｃ ） 

待 機 児 童 
（Ｄ＝Ａ－Ｂ－Ｃ） 

0歳 76人 55人 16人 5人 

1歳+2歳 871人 790人 56人 25人 

3歳以上 1,424人 1,415人 9人 0人 

合計 2,371人 2,260人 81人 30人 

4月1日申込者数 

２，３７１名 

決定・利用者数 

２，２６０名 
要件該当者（希望・012） 

８１名 
待機児童 

３０名 

要件該当者 
・入所可能な保育所等があるが、 
 保護者が希望して入所保留している者 
・ ０１２保育ルームを利用している 
                      等々 



０歳から５歳の子どもの人口の推移 

（人） 

総人口は、733人（0.52％）減少。0歳から5歳の子どもの数は、369人（5.51％）減少。 
総人口に占める子どもの割合は、4.8％から4.5％と0.3ポイント減少し、少子化が進行してお
り、今後も少子化は緩やかに進行する見込み。 



０歳から５歳の子どもの保育申込数の推移 

（人） 

全体申込数は、191人（8.8％）増加。0歳申込数は、6人（7.3％）減少。1・2歳申込数は、105
人（13.7％）増加。3歳以上申込数は、92人（6.9％）増加となっており、今後は申込率は上昇
するものの、少子化の影響により、横ばい又は微減傾向となる見込み。 



０歳から５歳の子どもの保育申込率の推移 

（％） 

全体申込率は、4.92ポイント増加。0歳申込率は、0.45ポイント減少。1・2歳申込率は、6.75ポ
イント増加。3歳以上申込率は、5.83ポイント増加となっており、今後は申込率は上昇する見
込み。 

3歳以上は、100％近くが幼稚園又は保育園に通っている。 
よって、3歳以上の保育ニーズが高まると、１号のニーズが
減少する見込みとなる。 



待機児童の推移 

待機児童数は全て3歳未満児となっており、22人（275％）増加をしているが、年々減少傾向

にある。今後も、待機児童の解消に向け、官民全体で適正な受け皿を確保していく必要があ
る。 

（人） 



待機児童の分布状況 

21名 5名 

14名 

減少 

増加 



平成30年５月29日 

古河市子ども・子育て会議  

子ども・子育て会議関連計画の状況について 



古河市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）について 

 平成27年3月に策定した、上記計画については、策定から3年が経過したため、 
昨年度に過去の実績を基に、中間見直しを行いました。 

認定区分 比較項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

１号認定 

①当初：量の見込み 2,072人 2,021人 1,929人 1,889人 1,827人 

②中間：量の見込み 1,898人 1,842人 1,791人 1,692人 1,656人 

見直し数（②－①） ▲174人 ▲179人 ▲138人 ▲197人 ▲171人 

③当初：確保方策 2,099人 2,099人 2,099人 2,099人 2,099人 

④中間：確保方策 2,181人 2,241人 2,236人 2,236人 2,236人 

見直し数（④－③） 82人 142人 137人 137人 137人 

2号認定 

①当初：量の見込み 1,704人 1,662人 1,587人 1,553人 1,501人 

②中間：量の見込み 1,299人 1,323人 1,405人 1,408人 1,404人 

見直し数（②－①） ▲405人 ▲339人 ▲182人 ▲145人 ▲97人 

③当初：確保方策 1,647人 1,647人 1,678人 1,678人 1,678人 

④中間：確保方策 1,463人 1,448人 1,513人 1,581人 1,655人 

見直し数（④－③） ▲184人 ▲199人 ▲165人 ▲97人 ▲23人 

3号認定 

①当初：量の見込み 1,219人 1,175人 1,144人 1,112人 1,082人 

②中間：量の見込み 994人 1,064人 1,079人 1,049人 1,041人 

見直し数（②－①） ▲225人 ▲111人 ▲65人 ▲63人 ▲41人 

③当初：確保方策 967人 986人 1,167人 1,167人 1,167人 

④中間：確保方策 913人 1,002人 1,031人 1,059人 1,125人 

見直し数（④－③） ▲54人 16人 ▲136人 ▲108人 ▲42人 



子育て安心プラン実施計画について① 



子育て安心プラン実施計画について② 

国が子育て安心プランに基づく、支援を行うもののなかには、子育て安心プランに参加しな
ければ、措置されないものもあります。 



子育て安心プラン実施計画について③ 

 次の財政支援を受けるためには、遅くとも2020年度末までに待機児童がゼロとな
る計画を策定する必要があります。 

（１）保育所等整備交付金 
 

①保育所等整備 
②保育所等の改修 
③防犯対策 

（２）保育所等改修費等 
           支援事業 
①賃貸物件保育所改修 
②小規模保育改修 
③認可化移行保育改修 
④家庭的保育改修 
⑤幼稚園長時間預かり改修 

（３）安心こども基金 
 

①保育所緊急整備 
②賃貸物件保育所整備 
③小規模保育整備 
④小規模保育設置促進 
⑤家庭的保育改修 
⑥認定こども園整備 

 古河市では、平成29年度に子育て安心プラン実施計画を策定し、
平成30年3月末に、厚生労働省より採択の通知を受けました。 

【古河市子育て安心プラン実施計画の主な内容】 
●古河市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）の算定手法をベースに 
 待機児童を2019年度中に解消することを目標としたもの。 



古河市公立保育所運営ビジョンについて① 

保育の量の拡大 
と質の改善 

安心・充実して 
働ける環境づくり 

持続可能で透明性の高い 
行政経営基盤の確立 

効果的・効率的な 
公共施設等の総合管理 



古河市公立保育所運営ビジョンについて② 

施設名 本 ビ ジ ョ ン に 記 載 す る 目 標 年 次 方 針 確 定 時 期 

統 合 （ 閉 所 ） 
新規受 け 入れ無 し 
（ 受 付 年 次 ） 

第一保育所 平成32年度 平成31年度（Ｈ30） 平成30年４月頃に確定 

第五保育所 平成33年度 平成32年度（Ｈ31） 平成31年４月頃に確定 

関戸保育所 平成34年度 平成33年度（Ｈ32） 平成32年４月頃に確定 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 

目 標 
ビジョン 

方 針
確 定 
Aパターン 

方 針
確 定 
Bパターン 

  統 合 （ 閉 所 ） 

方

針

確

定   

新 規 受 入 休 止 

  統 合 （ 閉 所 ） 

新 規 受 入 休 止 

新 規 受 入 休 止 
  統 合 （ 閉 所 ） 

【例】平成32年度を統合（閉所）とする施設の方針確定イメージ 

 本ビジョンに記載する目標年次を方針確定時に再度見直し、統合（閉所）の時期を延ばすことや、 
新規受入を休止する時期や期間を決定していくこととします。        



古河市公立保育所運営ビジョンについて③ 

主な検討項目 う ち 細 項 目 主 な 検 討 内 容 参 考 出 典 等 

市 全 体 の 
人 口 動 向 

総人口の動き 総人口が増加傾向でなく、減少傾向か 国勢調査 

子ども人口の動き 0歳から5歳の子ども人口が増加傾向でなく、減少傾向か 国勢調査 

保育所周辺の 
人 口 動 向 

総人口の動き 
保育所立地地域のほか、その周辺地域を合算した場合の
総人口が増加傾向でなく、減少傾向か 

住基人口 

子ども人口の動き 
保育所立地地域のほか、その周辺地域を合算した場合の
0歳から5歳の子ども人口が増加傾向でなく、減少傾向か 

住基人口 

待 機 児 童 待機児童数の動き 待機児童の数が増加傾向でなく、減少傾向か 
子ども福祉課 
資料 

民間保育施設等
の 立 地 

市全体の立地状況 
ビジョンで見込んでいる定員数に対し、市全体の民間保育
施設を含めた定員数が大幅に不足とならないか。 

子ども福祉課 
資料 

保育所周辺の立地
状況 

該当する保育所周辺に立地する民間保育施設の立地状
況や進出の見込みなどはあるか。 

子ども福祉課 
資料 

施設の更新費用 
更新費用を捻出す
る財源の見込み 

施設を更新又は維持する財源の見込みを立てることが可
能か。 

庁内協議 

全国の市町村立
保 育 所 数 

全国の市町村立保
育所の動き 

全国の市町村立保育施設が、増加傾向でなく、減少傾向
か 

公共施設等状況
調査 

制 度 改 正 
施設の維持に係る
制度改正の有無 

施設を更新又は維持することが可能となる制度改正が見
込まれるか 

国・県の動向 

 上 記 の 検 討 に 加 え 、 住 民 や 利 用 者 か ら の 声 に つ い て も 検 討 の 項 目 と し 、 
市の未来のために、総合的に判断を行い、公立保育所運営ビジョンに記載する、 平成32年3月31日に
古河市立第一保育所を閉所する方針確定を行いました。    



古河市公立保育所運営ビジョンについて④ 
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H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

理想的な正職員配置との乖離と配置適正化

理想正職員数 従来どおり 公立保育所運営ビジョン

Ｈ36年度に市基準を満たした体制を整え
保育の質の向上を図る

33人
不足

32人
不足

28人
減

19人
増

公立保育所運営ビジ ョ ン に基づき 、 約 １ ０ 年ぶ りに正規職員保育士を ５名の確保を 
行いました。 
次年度以降も計画的に採用を行うなど、公立保育所の質の向上に努めてまいります。 



平成30年５月29日 

古河市子ども・子育て会議  

子育て拠点施設整備事業について 



新上辺見保育所の整備状況について 

平成30年5月23日撮影 上棟の様子 



子育て拠点施設西側民活導入事業について① 

日赤跡地西側の利活用について、今年度より再検討を開始しました。 



子育て拠点施設西側民活導入事業について② 

 古河市では、平成２７年度に「日赤跡地全体計画」を次の内容で策定しています。 
 また、当時の内部資料では、西側単体で約10億円の経費が試算されていましたが、 
平成27年度末に公共施設等総合管理基本方針を策定し、ファシリティマネジメントと
いう考えが導入され、現在、事業化には至っていません。 

 そこで、平成３０年度より「日赤跡地西側民活導入事業」として、民間活力・資金等
を活用しながら、子育て拠点を整備するための検討事業を開始し、「日赤跡地全体
計画」の見直しに着手しました。 

再度課題を整理し、ファシリティマネジメントや民間活力導入の観点から、事業性や実現性を検討してまいります。 
併せて、現在の日赤跡地全体計画の内容について、ご意見等をいただければと思います。 



平成30年５月29日 

古河市子ども・子育て会議  

新たな地域型保育施設（小規模保育）の 

                  設置について 



新たな地域型保育施設（小規模保育）の設置について 

設置場所 
（H29.4～） 

【名称】はっぴー古河園 

  ※園庭は保有していないため 
             近隣公園を利用 

【施設面積】約96㎡ 
        保育室等 3室56㎡ 
        調理室    1室12㎡ 
        その他     28㎡ 

【設置者】株式会社オンリーワン 

【系列施設】全９施設 
        （うち県内３施設） 

【定員数】19名 
        0歳児 3名 
        1歳児 8名 
        2歳児 8名 

【職員数】10名 
        施設長 1名 
        保育士 7名 
        調理師 2名 


